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真核生物で あるカ ビの細胞外ポ リー3一ヒ ドロキ シ酪酸(PHB)分 解酵 素は、細菌 由来の酵 素

に比べるとあま り研究 されていない。本研究ではPenlclllumfunlculosumのPHB分 解酵

素を単離 し、その性質 を細菌 由来のRalstoniapickettiiT1の 酵素 と比較 した。

r結果]PenlclllumfuniculosumはIFOs345を 使用 した。カ ビをPHBを 含む液体培地 で培

養 し・培養上清か らフェニル トヨパール によって分子 量33 ,000の タ ンパ ク質 を得た。 こ

のタンパ ク質のアミノ末端のア ミノ酸配列はTALPAFNVNPNSVSVSGLSSGGYMAAQL

であ った。酵素活性はdusopropylfluorophosphateとdithiothreitolに よ り完全 に阻害さ

れた。動力学的性質(表)よ り、カ ビの酵素 はR . .pickettiiT1の 酵素 に比べP且Bを 加水

分解 する活性は弱 く、3上 ドロキ シ酪酸(3且B)オ リゴマーを比較的よ く分解 した。カ ビ

の酵 素には高マ ンノース型の糖鎖がついて いた。PHBの 加水分解 の推移 をカビ酵素 と細菌

酵素 で比較 した(図)。P且Bの 加水分解 による濁度の減少と遊離 した総3HB量 の時間変

化 はカ ビと細菌の酵素の問で変化がなか った。

【討論】カ ビの酵素はN一 末端 に典型的な リパ ーゼボ ックス(GXSXG)配 列 を持ち この点で

は細菌の酵素 と類似 して いた。 しか し分子量が細菌 の酵素の約5万 に比べかな り小 さく

PHB結 合部位が どうな っているか等 の構造上の違 いに興味がある。カ ビの酵素は3HB一 オ

リゴマーを極めて効率 よく分解 し、PRBの 分解産物 も大部分3HBモ ノマ ーであった。 し

か しPHB分 解 の全体の様子 は細菌 の酵 素 と変 わらず、細菌の酵 素がエ ン ド型の加水分解

酵 素である ことか ら、カ ビの酵 素 もエン ド型であると思われる。
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図RplckettiipHs分 郁●鑑とP,funiculosumのPHB分 解醇實の比
#R.● ・反駐 虞榊 の3HBf.Q・ 鵬 生域競 郎 て3H8に 変えたとfの

3HBf,Q・650nmの 唖収の劇 ヒ(上)P .funicu'・sumの 甑 、反応溶液
15m坤 剛 鱒 瓢18㎎(12kg1ml).(下 〕R

.pick・ 励 の鵜 ・臨溶液20
ml中 に篇艘醜鍛0.0068㎎(0 .34kg!ml)を 用い調」
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